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 In this paper, At first this study assigned a viewpoint to 〈Akusyo〉.I consider it from a social condition and 
geographic conditions such as the topography or neighboring environment. 
 About the geographic condition, I considered the topography and a more detailed geographic situation around 
"Edomachimeirizokumeikirizusyuran " which I assumed a map of the Edo era the groundwork, and was made 
in reference to various documents. 
 I put a geographic condition on a historic background and a social condition, and the biggest characteristic of 
the main subject considers space characteristic of 〈Akusyo〉 in a complex viewpoint and thinks that it is to 
draw existence of 〈Akusyo〉 and the space in cities called Edo Tokyo.Thus, 〈 Akusyo 〉 which has been 
considered to be "Okabasyo" in city space of Edo is what kind of existence and is intended that I decode the 
space characteristic of the unlicensed red-light district and the genealogy of the place in what I consider what 
kind of〈space〉 it was 
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１． はじめに 
（１）研究目的・方法 
 本研究はまず〈岡場所〉に焦点をあてた上で、『岡場
遊廓考』や『かくれざと』、『守貞漫稿』等の古書を一
次資料としながらも、準一次資料としてこれらを複合的
に扱い文献の信憑性にも気を配りながらまとめられた
『江戸岡場図誌』や『岡場所』といった比較的信頼のおけ
る資料を用いるとする。そこに、区史等の研究報告書や
二次的資料を扱うことで研究を行った。 
 ここでの資料から人物や経済状況、時代ごとの統制な
どを社会的条件とし、地形や周辺環境などを地勢的条件
とする。地勢的条件については、江戸時代の切絵図を下
地とし様々な資料を加味して作成された『江戸町名俚俗
名等切図集覧』を中心に『沽券図』や『地籍図』、『火
保図』など多様な地図を用いる事で、地形やより詳細な
地勢的状況を考察した。 
 本論の最大の特徴は、成立から盛衰を踏まえた歴史的
背景や社会的条件とそこに地勢的条件を重ね、複合的視
点のもとその空間特性を考察し、江戸東京という都市の
中で岡場所の存在やその空間を描き出す事にあると考え
る。 
 よって、江戸の都市空間において悪所とされてきた
〈岡場所〉がどういう存在であり、どういう「場」であっ
たのかを江戸から現代まで通時的・共時的に考察する事
で、江戸東京という都市においての岡場所の空間特性と
場の系譜を解読することを目的とする。 
 
（２）研究対象 
 研究対象である岡場所は先で述べたように、江戸市中
に数多く存在していた。もちろん、300 年近い江戸時代
の中で幕府の政策や火事や飢饉などの自然災害といった、
様々な時代の波に翻弄され岡場所の存在自体もそれぞれ
に浮き沈みがある。 
 そこで、本論文で対象となっている岡場所の全体を示
す事にする。これは、江戸時代に岡場所として文献等に
確認できるものとし尚かつ場所がある程度示されている
ものを対象としている。 
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         図１ 岡場所全図  
２． 遊興の変遷とその〈公〉と〈私〉 
（１）遊興の起源 
ａ）遊女風呂から廓まで  
江戸の都市は幕府によって綿密な都市計画に則って造成
されていくことになる。初期段階であるにも関わらず、
この頃から既に遊女屋の出現が認められる。これは、江
戸で立ち上げた者だけでなく京都や大阪からの移入者も
いたと考えられている。*1得てして、都市の発展には繁
栄の起爆剤として遊所が置かれてきていることから不思
議な事ではない。 
 発展すると新規遊女屋の流入を防ぐためにも散在し
た遊女屋を集め１つの場所に囲い込み、始めたものが元
吉原遊廓とされている。これが、元和 3(1617)年のことで
あり公娼制の始まりであり、つまりは私娼とされる存在
の確立が成せれたということである。銭湯に湯女のよう
な存在が発生するのではなく、本来の目的を売色として
成立した〈湯女風呂〉は寛永 10(1633)年頃からと言われ
る。これは、湯女の完全な遊女化ともいえ、私娼として
制限の対象となったといえる。要するに、遊女の生業の
１つの形態となり商業としての〈湯女〉となったのだ。 
遊女屋の囲いこみによる元吉原の誕生により〈公娼〉が
うまれ、同時に、湯女が〈私娼〉の起源となったといえ
るのだ。 
 吉原遊廓が元吉原から新吉原に移転し、廓としてさ
らに都市から距離を置かれると同時に、湯女を起源とし
た私娼は完全な取締の対象となった事で、その存在を多
様化させる事で都市の中にとけ込んでいったのである。 
b）宿駅制と飯盛女 
全く異なる原理で出現した私娼といえる存在、それが
〈飯盛女〉である。江戸の外縁部に位置し、街道の発展に
伴い中小都市化する宿場町に出現した私娼だ。 
                                                          
＊4 岩本活東子（1980）『燕石十種 五巻』中央公論社 内 庄司勝富（江
戸中期）『洞房語園異本』 
使者や物資を馬で運ぶ交通制度である伝馬制を用いて
いた事から日本橋を起点にして、中継の要所として宿駅
が設置され、公的に重要な交通網としたためである。 
宿駅には、旅籠屋がありそこには、客の世話係として
女性が働いていた。延宝 6(1678)年に、旅客への過剰な
サービスとしての売春行為を取り締まり、一軒につき二
人より多い女を置く事を禁じる触れが出ていた事から、
世話係の女がサービスの１つとして売色にいたる間でそ
う長い時間はかからなかったようだ。飯盛女の定着によ
り、旅籠屋は遊女屋化しひいては宿駅が遊所化する事を
幕府は懸念しただろう。よって万治 2(1659)年に、道中
奉行が設置され取締が厳しくなったと考えられる。 
一般旅行者からの利益や売色を目的とした男性旅行者
の逗留が宿場の経済活動の活性化に繋がるという事実を、
幕府は否定する事ができなかったために飯盛女の一軒に
つき二名までという触れを出し宿場町の遊所化を〈黙
認〉することを否めなかったのだろう 
本論文では〈江戸の私娼〉に着目している点から宿場
町の私娼としては〈江戸の四宿〉を対象としている。 
この四宿は、各街道の初宿であり江戸城下町に隣接する
ことから、吉田伸之氏によると『新吉原を核とする江戸
の「遊廓社会」の部分を構成する』*2とあるようにその
確たる存在は、私娼を語る上でも重要な位置づけである
と感じる。 
図２ 江戸四宿 
c）大衆娯楽〈盛り場〉 
江戸の〈盛り場〉というと、広小路や寺院の境内がそ
の舞台となっていたことは有名である。盛り場とは、「人
が寄り集まるにぎやかな場所。繁華街。」*3でありそこ
                                                          
＊８ 佐賀 朝・吉田伸之（2013）『シリーズ遊廓社会１ 三都と地方都
市』吉川弘文館 
＊９ 松村明（1988）『大辞林第三版』三省堂 
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には茶屋や見世物小屋、芝居小屋と様々な賑わいの装置
が存在し祝祭のようにもみえるほどの様相をなしていた。 
図３ 両国広小路 
幕府の火事に備えるための様々な政策が、広小路や馬
場といった〈火除け地〉なのである。 
馬場なども明地として市中に多く存在した。馬場は、本
来「乗馬の練習や馬術競技・競馬などを行う場所。」*4で
あり、これも火除け地としての性質はあっても盛り場化
を目的としたものではない。盛り場化したものでいうと、
采女が原などがあげられる。この場所は馬場の設置と同
時に火除け地としての役割も担っていた。防火対策の火
除け地のため、基本的に仮設のみの許可だったが絵図を
みていると火除け地というよりは祝祭にも似た空間の様
子が印象深い。火除け地の土地の持つ多様性と幕府の政
策の思考が感じられるように思う。 
 広小路や馬場には、楊弓場という料金をとって楊弓の
遊戯をさせた場所や水茶屋などが、共に葦簀張りの小屋
で付随して建てられることが多く、これは矢取り女、茶
汲み女として娘が居たのでそこから私娼化し、岡場所の
１つと成っていった事が考えられる。 
江戸の人々にとって盛り場こそが大衆娯楽の舞台であ
り、日常と異なる祝祭的享楽の感じられる場だったのだ
ろう。その祝祭的空間の場こそ、私娼の出現に大きな役
割を果たしている。 
（２）近代への遊興の分化 
水野忠邦による天保の改革は重きを農業生産におく
貨幣経済とは反する理論の元で行われた。また、贅
沢・奢侈といったことは厳しく禁じられそういった中
で私娼の取締も徹底して行われ岡場所は一旦の終焉を
迎える事になった。と、いうのが歴史的岡場所衰退の
流れではあるが、私娼はいつの時代も全くいないとい
う事はないように思う。盛り場自体が完全になくなる
こともなければ、風呂屋も寺院もなくなることはない。
そもそも、私娼というものは形を変え、姿を変え身を
隠しながら売色をしているから〈私娼〉なのだ。ゆえ
に、岡場所もすべてが姿を消しているようにみえるだ
けで、実際には陰に身をじっくり潜めているだけのよ
うに感じる。 
根津の門前にあった岡場所は天保の改革で取り払わ
れたが、慶応 4(1868)年には取り払われたはずの根津の
                                                          
＊11 松村明 『大辞林第三版』三省堂 
遊所は公認の遊廓となるのだ。つまり、取り払われは
したがその後も私娼はその場所で売色を行っていたの
だと考えられ公娼となるまでに至ったのではないだろ
うか。そうした事例は、ここ根津だけの話ではなく岡
場所は近代へ移行していくなかで様々な分化をしてい
くことになる。 
近代の遊興空間というと、芸と色とが明確に分離さ
れていくことが大きい。明治５(1872)年のマリア・ル
ーズ号の人権に関する事件をきっかけに、日本国内に
も人身売買など人権に関する問題意識が高まり、同じ
年にいわゆる「芸娼妓解放令（遊女解放令）」が発布
された。明治に入り貸座敷制度が施行されたことによ
り、「花街」つまり、芸妓置屋—待合茶屋—料理屋の
検番制度が成立する二業地・三業地との、〈芸〉と〈色〉
との分離が進められていくことになる。近代を通じて
存在した東京の「花街」は、46 ヶ所である。*5その「花
街」の中には岡場所を成立の背景とするものは少なく
ない。例えば、牛込神楽坂や芝神明、湯島天神などは
江戸時代からの社寺門前の盛り場そして岡場所として
遊興の空間として色濃く引き継がれているように感じ
る。また、直接成立背景の歴史的文脈の中で岡場所が
関わっているとされていない場合も「花街」の存在す
る〈場〉を見ていると背後に岡場所の存在を無視する
ことは出来ないように思う。 
図４ 近代花街の分布 
（３）吉原と私娼 
ａ）廓の支配 
吉原と私娼がいる岡場所はどういう関係性において都
市に存在していたのだろうか。 
元吉原の時の「五か条の覚」では、傾城町つまり元吉
                                                          
＊12 西村亮彦・内藤廣・中井祐（2008）『近代東京における花街の成立』
東京大学院論文より 
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原以外の遊女屋を禁じるという事しか文章としてはでて
きていないが、浅草移転の際には〈風呂屋の取り潰し〉
という風に完全に岡場所の取払いについて名言している。
吉原の者達が一番気にしていたのはむしろこの部分では
なかったかと思う。私娼は吉原のように一ヶ所に留めら
れる事もなくかくれ里とよばれるように都市の陰に存在
している。ゆえに、岡場所が存在することで吉原が衰退
に追い込まれる危険が大いにあるのだ。そこで、吉原か
らの要望もあり幕府が岡場所取締に力をいれたといえる。 
ｂ）吉原の仮宅と岡場所 
吉原遊廓は明暦 3(1657)年に、この浅草の地に移され
てから公娼として売色の世界を支配している。しかし、
そんな吉原も火事にはかなわない。かなりの回数の火
事にあっているし、全焼の回数も少なくない。 
焼けた家屋は商売を続けるためにも建て直さなければな
らないが、楼主からしてみると建て直す資金も工面しな
くてはならないので、その間営業をしないわけにもいか
ない。そこで、幕府は仮の営業を行う場所・期間を見世
に指定しそこでの営業を特例として許可する。これを〈仮
宅〉といい火事がおこった際には基本的にこの措置がと
られ吉原以外の場所で営業が行われる。 
 火事は、営業主である楼主にとっては不運なことだが、
実はこの仮宅は吉原での営業時よりも格式張らずに遊べ
るとかなり盛況だったようなのである。一説では、この
仮宅を目当てに火事を起こしたなんてこともいわれてい
るぐらいだから驚きだ。 
図５ 仮宅地と岡場所 
 注目したいのはこの仮宅の場所である。仮宅の場所は
明暦 3(1657)年から幾度となくおこる火災のたびに浅
草・深川など様々な場所が幕府によって選定されている
ことがわかる。 
幕府は、吉原遊廓自体を悪所として都市から分離して
いる事を考えると、仮宅場所を選定する際、ただ空いて
いる土地にどうぞというような事は当然考えにくい。そ
こで、仮宅の場所をみるとかなりの場所が、岡場所のあ
る場所と重なっていることがわかった。深川や本所が選
定された理由として、江戸の拡大した都市の周縁である
ことと岡場所が元々ある場を遊所の土台が出来上がって
いると考え選定したのではないだろうか。 
 
３． 江戸の岡場所 
（１）絵図に潜む場 
本研究をするにあたって重要資料として江戸町名俚俗名
研究会（1958）『御江戸府内町名俚俗名等切図集覧』を
使用している。（以後『切図集覧』とする）これは、代
表を磯部鎮雄とする研究会が町名・俚俗名の研究を目的
に、先述の２つの切絵図を原本としさらに御府内沿革図
書等の資料を用い作成した切絵図である。 
『切図集覧』の切絵図からその場所が、武家か町家なの
かまたは河岸地なのかなど様々な事が情報として抽出で
きる。岡場所の位置を切絵図に落とし込むと、どこに位
置していたのかが浮かび上がってくる。そうすると、岡
場所のほとんどが寺社地か門前地（門前町屋）であり、
つまり〈寺社領〉という事がわかった。この事実は、岡
場所という悪所を江戸の町割りの中に組み込んでいく事
を考えるとむしろ必然のように感じる。なぜなら寺社は、
町家の管轄である町奉行とは異なり寺社奉行の管轄とな
り、容易には町奉行の詮索をうけることはなかったから
だ。 
寺社領以外に、岡場所の場としてあげられるのは河岸
地や馬場・広小路などである。河岸地、馬場、広小路に
共通しているのは官有地、つまり、幕府の公的利用のた
めの〈場〉という事なのである。 
（２）起源と場に由来する岡場空間 
ａ）岡場所の成立 
具体的に各々の岡場所について述べていきたい。岡場
所は、発生した箇所でいうならば 100 近い所に存在して
いたことになる。その数の多さからかあるいは非公許と
いう事からか、岡場所の発生について〈自然発生的に〉
と言われることがある。 
江戸という都市の境界に「悪所」を囲い込むといった事
や人々の集まる盛り場である遊廓を新開地に置く事でそ
の土地の発展を促しの都市拡大に利用したという背景が
上げられる。確かに岡場所は非公許である。つまり、幕
府はその存在を認める事はできないし、存在を許さない
のだからどこに配置するかなど計画することもない。し
かし、実際には 100 近い岡場所が存在したし、取り締ま
る事が行われていたという事は幕府がその存在を無視で
きない程であったとも言える。はたして、本当に岡場所
は〈自然発生的〉であったのだろうか。 
史料から、数ある岡場所の起源や背景、立地している
その場所から類型分けを行い岡場所の発生とその原理に
ついて考察したい。表Ⅱ− １と表Ⅱ— ２は、対象として
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いる岡場所を成立の起源や背景とその場所から６つ類型
分けをしたものの一覧である。成立から取払いなどによ
る廃絶まで文献等からわかるものについては、その存続
年数も記載している。 
ｂ）花鳥風月 
 風流の対象として天地自然の美しい景観を指す言葉で
あるが、ここでは桜や水辺の景観の良さなど名所として
人の集まる場所や景観が良い事から繁盛した岡場所を指
す事とする。 
□新地大／小（深川七場所） 
 岡場所で最も繁昌し名の知られた深川七場所の１つに
数えられている。その中でも突端に位置する岡場所で、
目の前には東京湾が広がる絶好の景色を誇る場所なのだ。
ここは岡場所にもかかわらず、茶屋が〈楼〉を名乗り私
娼の階級も上の位としていた。これは、景色が良い事が
名所的な付加価値を与えその遊興の空間と時間に花を添
える役割をするのだろう。そうして、他の岡場所よりも
繁昌することができたといえる。 
ｃ）盛り場 
 その名の通り、起源と成立場所を盛り場（周辺を含む）
する岡場所を指す。 
□上野山下／下谷広小路 
 東叡山寛永寺の黒門東を山下、南を下谷広小路とい
う。 
 山下は、元文 2（1737）年に火災があったのち幕府
は広大な明地を火除け地として定めた。また下谷広小路
とともに、江戸三大広小路の１つとして数々の見世物小
屋や芝居小屋、茶屋などが軒を並べた。もちろん、ここ
はあくまでも火除け地であるので急事の際にはすぐに取
り払えるとように、仮設的なものしか許可されていなか
った。 
 天和３(1683)年の書上に記載されていることから、天
和の頃にはもうある程度の繁盛が考えられるが山下はま
だ火除け地に指定されていない事から、下谷広小路が既
に賑わっていた事で岡場所に発展していったのだろう。
しかし、賑わうハレの空間となった広小路と山下の中に
は出現せず、あくまで周辺の町のなかに身をかくしてい
るようにも感じる。 
ｄ）用地の変容 
 元々、武家などがあった所が空き地となった場所や幕
府の命によって移転させられた場所など用地の変容が影
響で岡場所が発生した場を指す。 
□新鳥越 
 新鳥越町の周囲に田畑の記載があるように元々この地
は農地だった。ここは明暦の大火後元吉原から新吉原に
移転するまでの最初の仮宅地だった。「吉原と仮宅」（第
一章四節参照）で述べたが、吉原の仮宅地は岡場所があ
った地域とかなり重なっていることから、あえて悪所と
しての下地のある岡場所がある地域を幕府が選定してい
たのではないかと考えられる。新鳥越町も、正保２年に
移転してきた段階ですぐに岡場所となったのではないだ
ろうか。 
ｅ）舟運 
 舟運がある事で、その船着き場や整備された堀が関係
して岡場所が発生した場を指す。 
□駒形(駒形町／朝鮮長屋／三好町) 
 駒形堂は浅草寺の惣門が建っていたところで
入り口の１つであった。その河岸は舟着き場にな
っていて、参拝の人々がここから浅草寺に向かっ
たことがわかる。また、駒形堂の所には殺生を禁
止する「禁殺碑」という文字がありここから浅草
寺の門前であった事を示している。 
 浅草寺の入り口である事はつまり聖と俗との境界であ
り、ここに舟着き場がある事もその境界を示していると
いえる。その聖と俗の境界に岡場所はある。 
ｆ）生業形態 
多様な私娼の中で、その生業の形態が関係して発生し
た岡場所を指す。 
□よし町 
 元吉原があった辺りであり、堺町などの芝居町が近く
にあることから男色で有名であった。また、それ以外の
客層として性的対象もたない後家、後殿女中がくる事が
あった。かげま茶屋と呼び、男色に及ぶ者たちは歌舞伎
俳優の見習いという事が多い。 
ｆ）まち 
周辺環境がどんな〈まち〉かという事が影響して発生
した岡場所を指す。 
□ 堂前 
 深川に移転する以前三十三間堂があった事から堂前と
呼ばれ、岡場所は浅草新堀（新堀川）の西、竜光寺門前
あたりだとされる。 
 三十三間堂は寛永 19(1642)年に建ち、元禄 11(1698)年
に新橋からの出火により類焼してしまい元禄 14(1701)年
に深川へ移った。浅草の三十三間堂も京都の三十三間堂
に倣い、射技の通し矢が行われており造営目的も諸士の
訓練のために志願したとある。*そのことから、ここには
岡場所の客となりえる武士が来ていたと考えられ、三十
三間堂の目の前である竜光寺に岡場所が出来たといえる。 
 ここは、局見世が多く集まっていたことから有名であ
ったらしく、三十三間堂が移転した後も岡場所は継続し
天保 13 年の取締まであったようだ。 
４． 地勢的条件にみる「悪所」の性質 
（１）江戸東京の地形と岡場所 
地形を重視し巧みに造成していった江戸の都市に岡場
所が存在していたのだ。そこで、岡場所がどのような
「場」に存在していたのかを探る際にこの地形的要因も確
実に影響しているのではないかと考える事ができる。 
すると、圧倒的に台地には少ないということがわかっ
た。これは先に述べたように、台地は平坦で広く敷地が
確保できるために大名屋敷が多い土地柄であり、非公許
で取締の対象である岡場所が、その大名屋敷の中で幕府
の目を避け営業を続けられるとは考えにくい。数少ない
台地の岡場所は、いずれも宗教空間に付随しているもし
くは街道の宿駅であるかのいずれかにしか存在していな
い。 
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 谷地・斜面地と低地・埋立地では、低地・埋立地の
方が多少多いようだが隅田川より東の本所・深川地区は
都市拡大による埋め立て以後に成立していると言えるの
で、それ以前の初期の江戸の範囲から考えると谷地・斜
面地での岡場所の成立が多いということがいえるだろう。
要するに、通常敷地としての価値基準で考えると低いと
思われる谷地・斜面地のこの地勢的悪所こそが岡場所が
「悪所」として成立できる１つの条件であったと考えられ
るだろう。 
図６ 地形と岡場所のプロット 
 
（２）台地 
ａ）内藤新宿 
  地形的には尾根道にあたる部分、明らかに台地の面
積が少ない。四谷大木戸が存在している所はいわゆる宿
駅内藤新宿への入り口といえ、同時に江戸府内からの出
口である。両脇に谷がありちょうど尾根の天辺ともいえ
るその場所には、玉川上水の四谷水番所があるところで
あり、大木戸と共に江戸市中と府外の境界にあたる場所
である。天竜寺の池になっているのは、元々渋谷川の源
流の一つである。 
 大木戸から甲州街道と青梅街道の追分の「間」に位置
し境界的領域といえるところに宿駅は造られ、境界とい
う概念的な「悪所」という地勢的条件ゆえに成立できた
と考えられる。江戸府外を示す四谷大木戸から街道が二
手に分かれるまでの都市の境界的領域という地勢的条件
が、岡場所として内藤新宿が発展できた場の論理である
と考える。 
（３）斜面地・谷地 
ａ）若葉 
  鮫が橋は近代に貧民窟と呼ばれ、その治安の悪さや
私娼窟として有名であった。実は、その起源は江戸時代
に見る事が出来、つまり江戸時代にすでに岡場所であっ
たということである。岡場所である長屋がある場所は武
家地の中に寺社と町家が密集しているような場所にある。
これを地形と共にみると重なる所が斜面地から谷地にか
けての場所である事がわかる。岡場所である鮫が橋仲町
は鮫が橋坂の下にあたり谷地にあたり、ここも下水が流
れる場所だった。 
  寺社の敷地にあたる斜面はかなりの崖でこの谷町は
音羽とは異なり谷底にちかいような場所であり、つまり、
地勢的悪所ゆえにそれが、社会的条件に影響を与え卑娼
と呼ばれる下級の私娼が集まる岡場所になったともいえ
るのではないかと思う。 
  
（４）低地 
ａ）深川七場所 
  深川の岡場所は広がりを持って各所に存在していた
為に、その中でも八幡宮周辺の代表的な七つの岡場所を
「七場所」と呼んでいた。 
 かなり広大な湿地が埋め立てられ、寺社地となったこ
とがわかることから寛永 4 年の時点で幕府としてもこの
地の開拓を見越しているといえる。その後の江戸は人口
も増加し都市の拡大が必要になったが深川の地は隅田川
を越えなければならないために一向に新開地として繁栄
しなかった。そこで、承応 2 年に出来た門前町に茶屋を
置くことが許可され、その事が岡場所となる機会であり
土地が繁栄するきっかけとなった。 
 深川は水郷と称されるほど堀が幾多もめぐり門前の茶
屋はこの地勢条件と結びついて聖なる宗教空間と同時に
盛り場をその異界的空間を作り上げた。埋め立て地であ
るので、平地が広がるので山の手のように地形の起伏に
よって境界を造ることができないために、水を用いた。
これは、境界を示すと同時に遊びの演出にも大きな役割
を果たしていた。 
（５）街区構造と岡場所建築 
 岡場所の中でも繁栄し規模的にも大きかった深川を例
に街区の考察を行ったが、格が上級の場合には、遊びに
茶屋での宴会等が伴い街区内には子供屋が茶屋とは別に
廓のように囲われるようにして集合していた。また、下
級になると家作が平家ではなく長屋の形態になっていた。
つまり、私娼の格によって遊び方が異なると同時に街区
構造と建築形態が異なるという事がわかった。 
 
 岡場遊廓考には「赤坂大見世のかゝり」としてある絵
図が描かれている。しかし、大見世とはいっても文献か
らは値段が四六とあり、子供屋は街区内に見あたらない
ので伏玉もしくは四六見世階級の家作形態であると考え
る。 
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図７ 赤坂 平家の家作 
 入口から左奥に階段が確認できる。また、この絵図に
「当所客を撰み、惡しき風は上る事なし、二階窓なし」と
いう記載から二階は造られているが隠されていたと言え
るのではないだろうか。『花知留作登』には「極質素之
場所にて、客をゑらむ事、風俗悪し客を上げず。女風俗
たいてい中位にして、床座敷多く有る時は割床にて勤る
也。家作は二階裏明り取、表に窓なし。下障子にて入口
壹間程に、永のれんに其家名を印し下げ・・」とありや
はり採光はあえて裏から取っているように思える。四六
見世ということは、子供が抱えられているということで
あり当然その家屋内で子供は生活し、客を招き行為に及
んでいたことになる。二階は上記の記載からも座敷が幾
つかあるもしくは大広間のような所を仕切る形式だと考
えられる。とにかく、二階は営業場所となるわけなので
外からわかるようではすぐに取払いの対象として警動が
行われてしまう。 
 
５． 終章 
岡場所は、単独で都市空間に存在する事はかなり難しい。
それは吉原とは違い空間・存在としてはあってはならな
いものであったからであり、廓として与えられる空間が
なかったからである。しかし、江戸時代の階級によって
住み分けがなされた領域によって結果的に生まれる「隙
間」的空間に成立した。 
 その「隙間」の１つが寺社領であった。「悪所」と
いう概念は近世からという説がある。聖と俗・穢れとい
う概念は人々が誰かに教わるというのではなく精神に近
い部分で持っていたのだと思う。だからこそ、自然を巧
みに利用し聖域を造り出しそれとは対となるものとして
「悪所」が生まれたのだろう。 
また、盛り場の場合も盛り場内部ではなくその周縁部と
いえる領域に成立している事が多く、祝祭の空間の中に
生まれた「隙間」に成立したといえる。 
 岡場所が面白いのは、盛り場のように開かれた場所に
寄り添うように成立する場合もあれば、じくじくと秘め
たる空間の谷地にも存在したということである。 
 日本の都市にとって特に江戸では、地形・自然が持
つ「場」に力を感じ、求め利用している。江戸東京が根
底にもっている地形の力の存在は、岡場所という秘する
空間をも内包する。日本の都市にとって特に江戸では、
地形・自然が持つ「場」に力を感じ、求め利用している。
そこに共通するのは段階性・奥性であったり公と私があ
いまいともいえる空間であったり、都市レベルで見た時
に幕府に配置されるあるいは新開地繁栄に利用されるに
〈境界的領域〉であるということがいえるとおもう。 
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